                                                       　　      　　  2012年3月29日
岐阜市長　細江茂光様

                                　 　　放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜

　　　　　　　　　　　震災がれきに関わる緊急質問書

　日頃の市政推進のご努力に敬意を表します。

　「震災がれき」に関して岐阜県は3月22日に市町村長らを集めて緊急会議を開き、3月27日には環境省による自治体と事務組合への説明を行い、3月30日までに「がれき受け入れ可否」を回答するよう求めています。これらをめぐって岐阜市は、議会が採択した「放射性廃棄物受託に関する意見書」の意思に沿わない不可解な態度表明をされ、多くの市民は不安と疑問をつのらせています。

　見逃せない重大な事態と考え、緊急ではありますが下記の質問に対し4月5日までに文書にてご回答くださるようお願いします。

記

１．昨年10月12日、岐阜市東部クリーンセンターを見学した際、焼却灰に含まれる放射能濃度分析を求めました。最近、東部クリーンセンターに確認したところ、環境事業部が必要を認めなかったとのことです。がれきの受入の可否にかかわらず、現状を確認し、処分場を受け入れてもらっている地域の方々の安全と安心のためにも、市民の安全と安心のためにも、分析による確認は必要かつ有益です。早急な実施を求めます。実施の計画はどうなっていますか。

２．2011年9月27日に岐阜市議会は「放射性廃棄物受託に関する意見書」を全会一致で可決しました。仮に「受け入れる」場合、岐阜市は市議会に諮らなければならない理由がありますか。事務手続きとして確認します。また、その「手続き」の正当性を法、条例などに基づき説明してください。

　　
３．がれきのアンケート記事で、3月24日の中日新聞と、3月25日の岐阜新聞では岐阜市の対応が大きく変化しています。

  中日新聞　「困難」　　市議会で受け入れない旨の意見書を採択している。

　岐阜新聞　「無回答」　国の説明会で安全基準や支援内容など、判断のため情報を収集する

この違いは、どういうことでしょうか。説明してください。

４．この違いは受入の可能性とありと危惧しています。受け入れの可否を明らかにしてください。

５．クリアランス制度で放射性物質1㎏あたり100ベクレル以上であれば、放射性廃棄物として管理します。一方、がれきの焼却灰は1kgあたり8000ベクレル以下であれば管理型処分場に埋め立て可能とされました。このことをどのように考えますか。

６．環境省はがれき焼却の際、放射性物質99.9%をバグフィルターで吸着できるとしました。しかし吸着実績は喘息発作の可能性となるMP2.5等微粒子であるとことを環境ジャーナリストの青木泰氏が週刊金曜日（2011.12.09 P.31）で明らかにしています。バグフィルターの信頼性が問われています。安全の担保をどうしますか。

７．岐阜市東部クリーンセンター焼却施設の排ガス量は2011年4月から9月の月平均で、１時間あたり5万ノルマル立米とのことです。仮に放射性セシウムが1㎥あたり、0.001ベクレル含まれていたとすると、１時間に50ベクレル、１年で438,000ベクレル放出することになり、膨大です。しかし、よほどの精度で測らない限り0.001ベクレルは検出限界以下で不検出となります。
そもそも大量の排ガスを放出する焼却炉での少量、短時間の吸引による放射性物質検出は、測りにくい方法で測定していると測定の専門家が批判しています。岐阜市はこうした事態を想定していますか。

８．セシウムは水に溶けやすい物質です。放流水に含まれる放射性物質がどれだけの値になったら、公表しますか。

　　岐阜市東部クリーンセンターに確認した北阿原最終処分場からの放流水は2010年度で年間6万6631.4㎥です。仮に放流水に1ベクレル/kgのセシウムが含まれるとすると、1年に6663万1400ベクレルになります。0.01ベクレル/kgとしても年66万6314ベクレルです。下流で農産物の生産、水性生物の棲息、人間が暮らします。最終的に海に流れて魚や貝、海草類、海岸等を汚染します。

　

９．岐阜市は幸いにして比較的汚染の少ない地域です。安心して暮らす場の確保、食糧供給地域として岐阜市を活かすことが、最大の支援と考えますが、いかがですか。

10．阪神淡路大震災のがれきは2000万㌧、今回の岩手県と宮城県のがれきは2200万㌧と言われています。阪神大震災では1年で50%のがれき処理が終わりました。岩手県、宮城県のがれき処理は1年で6.7%といわれています。量的には圧倒的な差があるわけではないのに、処理の差は何によるとお考えですか。

11．細野環境大臣は「焼却できるものについて広域処理をということで今すすめている」と答弁しています（衆議院環境委員会2012.3.16）。一方、岩手県、宮城県の広域処理対象に不燃物1,463千㌧が含まれています。政府の数字を信頼できますか。

12. 東京電力福島第一原発事故による放射性物質が降り注いだことが、問題の根元にあります。よって発生者東京電力が処理すべきものと考えますが、いかがですか。

以上
　　　　　　　　　　　　

